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■特別記事
「介護支援ボランティア」制度とコミュニティづくり 
――稲城市の“挑戦”から介護自給率のあり方を考える　尾¿雄

■研究報告
高齢者虐待と広汎性発達障害　細川雅人／大熊章夫

■連載
マグネットステーションインタビュー　木村憲洋／訪問看護時事刻々　石田昌宏／高齢者虐待にどう
対応するか　和田忠志／イギリスの小児訪問看護の歴史と現状　多田羅竜平／わたしのことをわたし
から　宮崎弘美／ほんとの出会い　岡田真紀／訪問看護ステーションの現場をあるく　川越博美ほか
／萌黄色のハンカチーフ　赤川次郎

訪問看護実施経験率2.5％が示すこと――「訪問看護ステーションにおける
HIV陽性者受け入れに関する全国調査」から　加瀬田暢子／前田ひとみ
設立からこれまで，HIV陽性者への訪問看護を通して見えてきたこと　市橋恵子
医療機関との連携――エイズ治療・研究開発センターから　島田恵／武田謙治 
地方部の拠点病院から見たHIV治療の現状　木村眞知子
HIV陽性者への訪問看護をどう行なうか――受け入れを開始して　丸山絹子

調査によればHIV陽性者を受け入れている訪問看護ステーションはごくわずかです。現在は外来で
の治療が主であるとはいえ，今後高齢化や他疾患の発症などにより在宅医療を必要とされる方の増加
が予想され，地方におけるHIV陽性者の増加も見逃せません。HIV陽性者の受け入れについて，今
後対応できる体制を作り上げるためにはどうすればよいのかを考えます。

特集 HIV陽性者を受け入れる
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編集
後記

●今年は寒いなぁ，などとまだまだ冬の気分でいたところ，いつの間にやら鼻がムズムズし，目をこすりがち
になっている自分がいました。ああ，もうそんな季節なのかと桜前線の接近を待つことなく，春の訪れを実感
しています。ある意味においては連載が最終回を迎え，また新たな連載が開始となるのも春の訪れの一端なの
かもしれません。新連載による新たな視点を楽しみにしつつ，一抹の寂しさも覚える今日この頃です。……富岡
●特集の細谷論文に，「病院ではなにも言えないさ」と，がんの痛みを訴えず「痛みなし」の患者として退院し
たケースの紹介がありました。訪問看護師がすぐに気づき，適切なケアが行なわれたからよかったけれど，独
居のターミナルはこれからの課題です。連載「家族にできるケアの手引き」と「もの忘れを補うモノたち」が
最終回となりました。２つの連載から知識を得て，いざそのときに少し備えられた気がしています。………伊藤
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